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・ 14日発表の英国の失業率（労働力調査）は４月から遡って３ヶ月の移動平均で4.6％と、1975年以来の

低水準を記録した前月から不変。単月では、新たに計算に加わった４月値（4.62％）が同一サンプル

の１月値（4.70％）を下回り、既往サイクルの最低水準を更新した。５月の単月値が4.38～4.67％の

範囲内であれば（同一サンプルの２月値は4.76％）、来月の３ヶ月移動平均値は4.5％に低下する。 

・ 速報性のある５月の失業給付ベースの失業率は2.3％と前月から不変。２月の2.1％からやや上昇傾向

にあるが、調査対象の変更により月毎の季節性が十分に除去されていない可能性が指摘されている。 

・ 全産業の週当たり賃金（賞与を含む）は４月から遡って３ヶ月の移動平均で前年比＋2.1％と前月（同

＋2.3％）から上昇率が鈍化した。内訳は、賞与を除く賃金（同＋1.8％→同＋1.7％）、賞与（同＋

5.4％→同＋3.8％）がともに前月から鈍化。４月単月では、月毎の変動が大きい賞与（同＋4.9％→同

▲5.8％）が減少したが、賞与を除く賃金（同＋1.7％→同＋1.8％）は僅かに上昇率が高まった。昨年

４月の最低賃金引き上げの反動が生じている可能性もあるが、賃金の弱さが目立つ。労働需給の逼迫

やインフレ率の加速にもかかわらず、名目賃金の水準が切り下がっており、実質賃金の目減りが顕著。 

 

 

■英国：失業率と失業給付申請件数 ■英国：週当たり賃金・賞与（全産業、前年比）

出所：英国統計局 注：実線は３ヶ月移動平均値 出所：英国統計局
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■英国の失業給付・平均賃金

2016 2017
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

失業率（失業給付、％） 2.2 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.2 2.1 2.2 2.3 2.3

失業給付件数（前月差、千人） -0.5 9.7 5.6 13.3 1.3 -20.6 -41.4 -6.1 33.5 22.0 7.2
失業率（労働力調査、％） 4.9 5.0 4.8 4.8 4.8 4.8 4.7 4.7 4.6 4.6 －

（単月の失業率、％） 4.8 5.0 4.6 4.8 4.9 4.6 4.7 4.8 4.3 4.6 －
就業者数（前月差、千人） 174 102 44 -2 4 47 91 43 121 108 －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） 2.5 2.4 2.4 2.5 2.8 2.6 2.2 2.2 2.3 2.1 －

賃金 2.2 2.3 2.4 2.6 2.7 2.6 2.4 2.0 1.8 1.7 －
ボーナス 6.6 2.9 0.8 1.0 6.1 4.5 1.7 2.3 5.4 3.8 －

注：労働力調査基準の失業率、就業者数、週当たり賃金は当月で終わる３ヶ月移動平均　出所：英国統計局


